
計量管理お役立ちシリーズ

分 銅 の 選 び 方
まんが

有限会社 デジタル工房 Kinos



- 1 -

よ
う
こ
そ
、
分
銅

研
究
所
へ
！

私
は
、
ウ
エ
ー
ト

博
士
じ
ゃ
！

こ
れ
か
ら
分
銅
の

選
び
方
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

ご
家
庭
で
は
、
分
銅
を

あ
ま
り
使
い
ま
せ
ん
が
、

商
店
や
工
場
な
ど
で

使
っ
て
い
る

電
子
は
か
り
や
、

研
究
所
の
実
験
室
で

使
用
し
て
い
る
電
子

天
び
ん
に
は
関
係
深
い

も
の
な
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
電
子
は
か
り

の
点
検
・検
査
に
使
用

す
る
分
銅
の
選
び
方
を
、

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に

ス
テ
ッ
プ
を
追
っ
て

説
明
し
ま
す
。

（以下、これらのはかりを「電子はかり」とします。） 
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ス
テ
ッ
プ
１

ま
ず
初
め
に
点
検
・

検
査
に
は
ど
の
よ
う

な
種
類
が
あ
る
か

説
明
し
ま
し
ょ
う
！

点
検
に
は
、
電
子
は
か
り
を

使
用
す
る
前
に
行
う
「日
常
点
検
」

と
一
定
の
時
期
ま
た
は
使
用
期
間

を
定
め
て
行
う
「定
期
点
検
」や

「定
期
検
査
」が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
、
「
日
常
点
検
」や

「定
期
点
検
」
は
担
当
者
が
行
い
、

「定
期
検
査
」
は
管
理
者
が
行
い

ま
す
。

点検・検査日常点検

定期点検

定期検査

担当者が行う

責任者者が行う

日
常
点
検
に
使
う
分
銅
の
質
量

定
期
点
検
に
使
う
分
銅
の
質
量

定
期
検
査
に
使
う
分
銅
の
質
量

普
段
計
量
し
て
い
る
重
さ
（一
番
使
う

と
こ
ろ
の
重
さ
）の
と
こ
ろ
を
確
認
！

ひ
ょ
う
量
（計
測
で
き
る
最
大
値
）と

ひ
ょ
う
量
の
１
／
２
の
重
さ
の
と
こ
ろ

を
確
認
！

１２３

ひ
ょ
う
量
の
重
さ

ひ
ょ
う
量
の
１
／
３
重
さ

ひ
ょ
う
量
４
～
６
等
分
し
た

各
点
の
重
さ

繰
り
返
し
性
（　

ひ
ょ
う
量
に
相
当

す
る
分
銅
を
何
度
か
積
み
下
ろ
し
を

し
て
そ
の
表
示
を
確
認
）

直
線
性(

ひ
ょ
う
量
ま
で
を
４
～
６
等

分
し
た
各
点
に
加
重
し
て
そ
の
表
示

を
確
認
）

偏
置
誤
差
（
は
か
り
計
量
皿
の
四
隅

に
荷
重
し
て
そ
の
表
示
を
確
認
）

点検 ・ 検査に使う分銅の質量
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ス
テ
ッ
プ
２

点
検
・検
査
す

る
電
子
は
か
り
の

性
能
を
確
認
す
る

の
じ
ゃ
！

高
精
度
電
子
天
び
ん

タ
イ
プ
を
例
と
し
て

性
能
を
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
！

【高精度電子天びんタイプ】ひょう量（計測できる最大値）
　→　6kg
最小表示（目量）
　→　0.1g
普段計量している重さ
　→　1kg
とします

※電子はかりの点検・検査には、
ひょう量と最小表示がポイント！

助手の
ハカリ君

ひょう量 最小表示（目量）

点
検
・検
査
す
る
電
子

は
か
り
の
ひ
ょ
う
量
と

目
量
を
調
べ
る
の
じ
ゃ
！

ハ
カ
リ
君

は
い
、
博
士
！

ひ
ょ
う
量
や
目
量
は

電
子
は
か
り
の
側
面
や

裏
面
な
ど
に
付
い
て
い
る

銘
板
な
ど
で
わ
か
る
の
で

す
ね
！

【銘板の例】
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ス
テ
ッ
プ
３

電
子
は
か
り

の
ひ
ょ
う
量
か
ら

使
用
す
る

分
銅
の
質
量
を

決
め
る
の
じ
ゃ
！

そ
う
じ
ゃ
、
一
番

使
う
重
さ
じ
ゃ
！

こ
こ
で
は
、
１　
　

の

分
銅
が
必
要
じ
ゃ
！

ま
ず
、
繰
り
返
し
性
の

検
査
に
は
６　

の
分
銅

が
必
要
じ
ゃ
！

そ
れ
か
ら
「定
期
検
査
」に

使
う
分
銅
の
質
量
は
・・・・

「日
常
点
検
」に
使
う

分
銅
の
質
量
は
、
普
段

測
定
し
て
い
る
重
さ

で
す
ね
！

ひ
ょ
う
量
６　

の

電
子
天
び
ん
の

場
合

次
は
「定
期
点
検
」に

使
う
分
銅
の
質
量
は
、

ひ
ょ
う
量
及
び
ひ
ょ
う
量

の
１
／
２
で
す
か
ら
・・・・

そ
う
じ
ゃ
、

６　

と
３　

の
分
銅
が

必
要
な
の
じ
ゃ
！

kg

kg

kg

kg

kg
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そ
れ
か
ら
偏
置

誤
差
の
検
査
に
は

ひ
ょ
う
量
の
１
／
３

で
す
か
ら
２　

の

分
銅
！

直
線
性
の
検
査
に

は
、
ひ
ょ
う
量
を

６
等
分
し
て
各
点
の

１  　

、
２  　

、
３  　

、

４  　

、
５  　

、
６  

の
分
銅
が
必
要

な
の
じ
ゃ
よ
、

ハ
カ
リ
君
！

ハ
カ
リ
君
！

そ
ん
な
に
使
わ
ん
ヨ
！

一
般
的
に
分
銅
の
種
類
は
、

１　

、
２　

、
５　

と
な
り
ま
す

の
で
、
下
表
の
組
合
わ
せ
で

使
用
す
る
こ
と
に
な
る

の
じ
ゃ
！

博
士
～
～

そ
ん
な
に
持
て
ま

せ
～
～
ん

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

点検・検査
する重さ

日常点検 定期点検 定期検査 使用する分銅の組合せ

1kg

2kg

3kg

4kg

5kg

6kg

1kg分銅

2kg分銅

1kg分銅を2個

1ｋｇ分銅＋2kg分銅

1kg分銅を3個

2kg分銅を2個

1kg分銅を4個

5kg分銅

1kg分銅を5個

1kg分銅+5kg分銅

1kg分銅を6個

○印は、使用する分銅の質量



分
銅
の
最
大
許
容

誤
差
は
、
電
子

は
か
り
の
目
量
の

　

 

１
／
３
以
下
で
す
。
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ス
テ
ッ
プ
４

電
子
は
か
り
の
性
能

に
見
合
っ
た
分
銅
の

等
級
を
決
め
る

の
じ
ゃ
！

分
銅
の
等
級
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
分
銅
の
持
つ

最
大
許
容
誤
差
に

応
じ
て
下
表
に
示
す

よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

±

分銅の等級と最大許容誤差

20kg

10kg

5kg

2kg

1kg

500g

200g

100g

50g

20g

10g

5g

2g

1g

500mg

200mg

100mg

50mg

20mg

10mg

5mg

2mg

1mg

表す量 F1級(特級)分銅 F2級(1級)分銅 M1級(2級)分銅 M2級(3級)分銅
100

50

25

10

5.0

2.5

1.0

0.50

0.30

0.25

0.20

0.16  （0.15）

0.12

0.10

0.080

0.060

0.050

0.040

0.030

0.025

0.020

0.020

0.020

300

160

80

30

16 

8.0 

3.0

1.6

1.0

0.80

0.60

0.50

0.40

0.30

0.25

0.20

0.16

0.12

0.10

0.080

0.060

0.060

0.060

1000

500

250

100

50

25

10

5.0

3.0

2.5

2.0

1.6

1.2

1.0

0.8

0.6

0.5

0.4

0.3

0.25

0.20

0.20

0.20

3000

1600

800 

300

160 

80 

30

16 

10

8.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.5

2.0

1.6 

- 

- 

- 

-

-

-

(150)

(75)

(15)

(7.5)

(1.5)

(0.15)

(1.5)

(－)

(－)

(－)

(1500)

(750)

(150)

(75)

(15)

(1.5)

(1.2)

(0.9)

(0.75)

単位：mg

JIS B 7609及び(基準器検査規則)による
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目
量
は
、  　
　

で
す
か
ら
、
そ
の

１
／
３
で
最
大
許
容
誤
差
が

   　
　

    

以
下
の
分
銅
を
選
び

ま
す
。

分
銅
の
誤
差
も
合
計
さ
れ
る

の
で
、
ス
テ
ッ
プ
３
で
求
め
ら

れ
た
分
銅
の
等
級
の
組
合
せ

は
下
表
の
通
り
と
な
り

ま
す
。

点
検
・検
査
す
る
重
さ

に
よ
っ
て
、
１　

、
２　

、

５　

、
の
分
銅
を
組
合

わ
せ
て
使
用
し
て
も

良
い
し
、
１　

分
銅
を

必
要
数
組
合
わ
せ
て

も
良
い
の
じ
や
！

た
だ
し
、
最
大
許
容

誤
差
の
累
積
に
注
意

し
て
分
銅
の
等
級
を

決
め
ま
す
。

0.1
g

±
33
mg

kg

点検・検査
する重さ

日常点検 定期点検 定期検査 分銅の組合せと等級 最大許容誤差

1kg

2kg

3kg

4kg

5kg

6kg

1kg分銅 F2級

2kg分銅 F2級

1kg分銅 F1級を2個

1kg分銅 F1級+2kg分銅F1級

1kg分銅 F1級を3個

2kg分銅 F1級を2個

1kg分銅 F1級を4個

5kg分銅 F1級

1kg分銅 F1級を5個

1kg分銅 F1級+5kg分銅F1級

1kg分銅 F1級を6個

±15mg

±30mg

±5mg×2=±10mg

±5mg+±10mg=±15mg

±5mg×3=±15mg

±10mg×2=±20mg

±5mg×4=±20mg

±25mg

±5mg×5=±25mg

±5mg+±25mg=±30mg

±5mg×6=±30mg

注1

注2

注3

注1　1kgの分銅は重さ1kgの点検であればF2級で良いのですが、3kgや6kgの点検・検査の時、他の
　　　分銅と組合わせるのでF1級が必要となります。
注2　2kgの分銅も重さ2kgの点検であればF2級で良いのですが、4kgの検査の時、2個使うのでF1級
　　　が必要となります。
注3　1kgの分銅は重さ2kgの定期検査であればF2級で良いのですが、3kgや6kgの検査の時、他の
　　　分銅と組合わせるのでF1級が必要となります。

kg

kg

kg
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ス
テ
ッ
プ
５

次
は
、
分
銅
の
形
状
を

選
ぶ
の
じ
ゃ
！

分
銅
の
形
状
毎
の
特
徴

は
次
の
通
り
で
す
。

円筒型分銅

円盤型分銅

増おもり型分銅

板状分銅

枕型分銅

○一般的に広く知られてい
　る形の分銅です。

主に精密なはかりや小型
のはかりの点検・検査、校正
に使用されます。

○取り扱いが容易で、
　複数積み重ねることが
　でき、使い易い分銅です。

主に普及タイプや高精度タイプの電子天びん
やはかりの点検・検査、校正に使用されます。

○板状の小質量
（1mg～1g）の分銅です。

主にはかりの感度確認や
精密なはかりの点検・検査
、校正に使用されます。

○ズレ防止の段・溝付で複数個積み
　重ねることができます。

主に下皿式（吊り下げ式）のはかり
　に使用します。

※一般的に、電子はかりの点検・検査
　目的には使用しません。

○握る部分があり、持ち運び
　が容易で積み重ねも簡単な
　実用的な分銅です。

主に大型のはかりの点検・検査、校正に
使用されます。
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そ
れ
で
は
、
例
の
高
精
度

電
子
天
び
ん
に
最
適
な

分
銅
の
形
状
を
選
び

ま
す
。

使
用
す
る
１　

、
２  　

、

５　

の
Ｆ
１
級
分
銅
が

用
意
さ
れ
て
い
る
の
は
、

円
筒
型
と
円
盤
型
で
す
か

ら
、
こ
の
２
タ
イ
プ
か
ら

選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

点
検
に
は
、
複
数
の

分
銅
を
組
合
せ
る
の

で
、
積
み
重
ね
ら
れ
る

円
盤
型
が
最
適
と
な

り
ま
す
。

kg

kg

kg

使用分銅

1kg F1級

2kg F1級

5kg F1級

円筒型分銅

○

○

○

円盤型分銅

◎

◎

◎

枕型分銅

×

×

×

板状分銅

×

×

×

分銅の特徴などから、分銅別に用意されている質量と
等級をまとめると一般的に次表のようになります。

分銅の種類
等 級

F1 F2 M1 M2

分銅の質量
1ｍｇ 10ｍｇ 100ｍｇ 1ｇ 10ｇ 100ｇ 10ｋｇ1ｋｇ 100ｋｇ

円筒
分銅

円盤
分銅

増しおもり
型分銅

枕型
分銅

板状
分銅

1ｍｇ 1ｇ

1ｇ 20ｋｇ

10ｇ 5ｋｇ

10ｇ 5ｋｇ

500ｇ 100ｋｇ
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ス
テ
ッ
プ
６

次
は
、
分
銅
の

材
質
を
選
ぶ

の
じ
ゃ
！

使
用
環
境
や
耐
久

性
、
コ
ス
ト
な
ど
を

考
慮
し
て
利
用
者

が
選
び
ま
す
。

耐
環
境
性
や
耐
久
性

重
視
な
ら
ス
テ
ン
レ

ス
製
、
コ
ス
ト
重
視
な

ら
ス
テ
ン
レ
ス
以
外

と
な
り
ま
す
。

ステンレスは、ぶつけて凹んでも質量
の変化が少ないし、錆びにくいですね！

円筒型分銅・円盤型分銅

枕 型 分 銅

板 状 分 銅

ステンレス製

ステンレス製

ステンレス製

黄銅
クロムメッキ

鋳鉄製

洋銀製
(５m以下はアルミ)

ステンレス製はメッキなど表面処理が無いため、ぶつけてもへこむ
だけで質量変化への影響が少なく安定性が高く、また耐食性に
優れています。

黄銅クロムメッキ製はぶつけた時、メッキが剥がれる可能性があり、
また腐食する可能性もあります。しかし、ステンレス製より一般的に
ローコストです。

ステンレス製はメッキなど表面処理が無いため、ぶつけてもへこむ
だけで質量変化への影響が少なく安定性が高く、また耐食性に
優れています。

鋳鉄製は塗装が剥げ易く、また磁気をおび易いですが、一般的に
ローコストです。

ステンレス製はF1～M1の等級に使用され安定性が高く、耐食性に
も優れています。

洋銀製はF2～M2の等級に使用され、比較的ローコストです。

ウ
～
ム
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選
択
結
果
！

例
と
し
て
取
り
上
げ
た

高
精
度
電
子
天
び
ん

ひ
ょ
う
量
６

、
目
量　
　
　

       

の
点
検
・検
査
に

使
う
分
銅
を
選
ん
で

き
ま
し
た
。

最
終
選
択
結
果

は
、
こ
の
よ
う
に

な
る
の
じ
ゃ
！

決
ま
り
ま
し
た

ね
、
ウ
ェ
ー
ト

博
士
！

kg

0.1
g

<日常点検に使う分銅>

<定期点検に使う分銅>

<定期検査に使う分銅>

分銅の質量

1ｋｇ

等 級

F2

形 状

円盤型

材質と数量

ステンレス製　1個

分銅の質量

1ｋｇ

2ｋｇ

5kg

1kg

等 級

F1

F1

F1

F1

形 状

円盤型

円盤型

円盤型

または

円盤型

材質と数量

ステンレス製　1個

ステンレス製　1個

ステンレス製　1個

ステンレス製　6個

分銅の質量

1ｋｇ

2ｋｇ

5kg

1kg

等 級

F1

F1

F1

F1

形 状

円盤型

円盤型

円盤型

または

円盤型

材質と数量

ステンレス製　1個

ステンレス製　2個

ステンレス製　1個

ステンレス製　6個
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こ
れ
で

分
銅
の
選
び
方
の

説
明
は
以
上
で
す
。

博
士
！

こ
れ
を
参
考
に
、
使
用
し
て

い
る
電
子
は
か
り
の
点
検
・

検
査
に
合
っ
た
分
銅
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

電
子
は
か
り
の
点
検
方
法

は
、
別
冊
「
ま
ん
が
電
子

は
か
り
の
点
検
方
法
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

スケール教授 
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便利なオプション

分銅の持ち運びは、汚れの付着、分銅どうしがぶつかって傷がつかないように、

専用のケースに保管した状態で持ち運ぶ必要があります。

分銅に素手で触れてはいけませんから、板状分銅や円筒分銅をつかんだり、持ち

上げたりする場合は、先端に樹脂やゴムのカバーがついたピンセットまたグリップ

・フォークなどを使います。

分銅は湿気やほこり、腐食ガスが大敵なので、防湿保管庫などに保管してください。

また、振動があると電子はかりで、正確な測定ができませんので、防振架台の使用を

お勧めします。

収納ケース

ピンセット、グリップなど

防湿保管庫、防振台

組分銅ケース

単品分銅ケース

ピンセット グリップ・フォーク
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分銅の校正

点検や検査に使う分銅の定期検査は、原則として１年毎に校正します。

しかし、使用頻度によっては、定期検査の周期を短くすることをお勧めします。

校正とは、標準器を用いて計量計測機器が表示する値と真の値の関係を求めること

です。

校正を受けることで、信頼性を確保することができます。

校正には、「JCSS校正」と「一般校正」があります。

JCSS校正

JCSS校正は、JCSS校正事業者が校正し、校正証明書などの関連書類一式を

発行します。

JCSS校正は、国家標準にトレーサビリティの確保された校正の証明であると同時

に、国際相互承認制度(MRA)により、その結果は海外でも通用します。

一般校正

一般校正は、メーカーが校正し、校正証明書などの関連書類一式を発行します。

JCSS校正証明書(見本) JCSS校正結果(見本)

JCSS(Japan Calibration Service System)校正は、計量法トレーサリティ制度

であり、計量器の校正または標準物質の値付けを行う校正業者の登録制度です。

＜JCSS校正とは＞
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